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研究成果の概要（和文）：　視覚創作系（美術）と聴覚創作系（音楽）との置換モデルに基づき，以下の装置及び関連
資材を開発した。1. 「色⇔音」置換プログラム＆当該回路。2. LEDカラーセンサ。3. 置換装置本体。４. 色走査用プ
ローブ。5. 走査用カラースペース。6. 色面と音階との印象比較実験用風力装置。7. PureDataを利用した「音⇒色」
変換プログラム。また，5.を利用した「色楽譜」を制作し，色発音装置による音楽演奏を試みた。本研究の最終目的と
なる実験作業については，現在装置の調整を行っている段階である。

研究成果の概要（英文）：On the basis of the replacement model of visual creation system and the hearing 
origination system, it has developed the following equipment and related materials . 1. Color&Sound 
replacement program and the circuit . 2. LED color sensor . 3. The replacement device body . 4. The color 
scanning probe . 5. The scanning color space . 6. The impression compared to experimental wind power 
equipment of the color surface and scale . In addition , 5 . Produced a "color music " using , tried to 
music performance by the color sound generating device . For a final objective experiments , a step which 
is performed to adjust the current device .

研究分野： デザイン
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９，Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 

（１）本研究の着想は，生物が持つ感覚（五
感）が，進化の過程で，触覚より分化して生じ
てきたことが明らかにされていることから，
異なる知覚系においても，その潜流において
は共通する合理的秩序（体系）が存在するも
のと考えたところを始点とする。そしてその
共通する体系に対して，双方向性能を持たせ
た置換軸（回転軸）の役割を発生させるなら
ば，異なる知覚系にある要素を異なる知覚系
にある要素に置換できるものと考えたのであ
る。 

 

（２）上記より，とくに視覚創作系（美術）と
聴覚創作系（音楽）との置換方法のモデル制
作を試みたのであるが，その結果，共に循環
移行性を持つ「円環」を体系として持つこと
…①。それらの生成においては波動に関わる
こと…②。円環一周の周波数が２倍（１オク
ターブ）であること…③。さらにそれら円環
を構成する要素の組み合わせによって得られ
る調子（色調，音調）がヒトの情感に通じるこ
と…④。以上①～④の共通項から，視覚創作
系における「色相」と聴覚創作系における「音
律」とが両知覚に共通する合理的秩序体系で
あるという仮説を立てた。そしてその体系に
対して，両系上にある要素を互いに行き交う
ことを可能とさせる置換軸という機能を持た
せたモデルを立てたのである（図１）。 

図１ 音律(左) 色相(右) 
 

２． 研究の目的 

 本研究の目的は，上記に示した「置換軸」
が，視覚系と聴覚系という二個の異なる知覚
創作体系上を相互に行き交うことを可能とさ
せる方法のパラメータ（変数）として妥当で
あるかどうかの検証と当該方法を搭載した置
換装置の制作である。 

 また，制作された置換装置によって創作表
現の革新を誘うことも目的の一つである。 

 

３．研究の方法 

上記「１-(2)」に示した置換軸に則って視
覚系と聴覚系とに写像される要素同士が，「置
換装置」によって置換される創作物の印象が，
両者ともに同等であるか否かを測ることを最
終目的とする。つまり，置換軸に則って写像
された要素同士，すなわち「視覚→聴覚」方向
に置換された要素たちによって創作された音
楽と，その逆に，「聴覚→視覚」方向に置換さ

れた要素たちによって創作された色面とを比
較して，その両者が，同等の感興を顕すなら
ば，互いは同等の印象を持つものとするので
ある。よって方法の手順は以下となる。 
 

（１） 置換軸の定義の確認。 
（２） 同上をパラメータとしたプログラム

及び回路の制作。「視覚→聴覚」系及
び「聴覚→視覚」系それぞれに制作。
後者についてはアプリケーション
『Pure Data』を利用。 

（３） 上記を搭載した置換装置（「視覚→聴
覚」系，「聴覚→視覚」系）の制作。 

（４） 被走査側の制作（走査用色スペース）。 
（５） 調整作業。 
（６） 実験：色面と音階との印象の対照実験 
 
４．研究成果 
 方法の順位に従い当該成果を以下に記す。
（１）「図１」を参照。 
（２）色相タイプ（相対値型）及び個別 RGB タ
イプ（絶対値型）の 2 種のプログラム及び回
路制作（図２） 
（３）置換装置の制作 
ａ）「視覚→聴覚」系置換装置 
・色センサ×３６個（図３） 

 ・色相型置換装置×１セット 
 ・RGB型置換装置×３セット 
 ・MIDI 型置換装置×１セット 
  上記までの置換装置（本体）は図４参照。 
 ・走査用プローブ５連型×１ 
 ・同上１５連型及び２２連型それぞれ１基。 
  上記までのプローブは図５参照。 
ｂ）「聴覚→視覚」系置換装置 

 ・PC型（Pure Data）アプリケーション 
（図６） 

 ・ポータブル型（図７） 

図２ 相対値型（左）、絶対値型（右） 

図３ 

 



図４ 置換装置（本体） 

図５ 走査用プローブ 

図６ PDプログラム  図７ポータブル型 
 
（４）色スペースの設定において課題となる
のが音階の集合（音律）に対応する色空間の
集合（色相）をどのように規則化するかであ
る。何故ならば，一般に流通している色空間
においては，色の明度の整合性に課題があり
（図８），LED(RGB)で色面(CMY)を走査する際，
色面側において明度のコントラストが弊害と
なって段階化が不可。そこで本研究において
は，被走査側色空間（CMY）に「原基」を設定。
それを基準として明暗それぞれに明度の段階
化を展開させてその全体から，各１色相内（１
オクターブ内）に循環できるよう配置転換を
行い色空間の体系化を行った（図９）。 

図８ 一般カラースペースの問題点：１オク

ターブ内に並ぶ色の明度のコントラストが相当に高い。 

図９ １オクターブ内の明度を均質化させた
色スペース（５オクターブ）特許出願予定 

 
（５）センサ側のキャリブレーションの調整
に生じた課題について，現行絶対値型を踏襲
する場合，プログラム側による解決は不可で
あることから，走査可能の色域を２５６色に
限定させ，センサごとに色値を読み込む手動
的方法による対応をとった。そのため，工数
が格段に増え，現在は予定していた本置換方
法の妥当性を検証する予備実験の準備段階に
ある。 
（６）「視覚試料（色面）と聴覚試料（音階）
との印象の比較調査」の準備作業において，
両者試料の性質が異なる点（前者が二次元的
試料であるのに対して後者が時間軸を伴う三
次元的試料）が問題を発生させた。具体的に
は比較実験の際，単に色面を走査プローブに
よって「順次」に走査するという方法である
とすると，そこに「無作為性の問題」が発生す
ることが分かった（走査の仕方によって発生
させる音階を意図的に制御できてしまえる）。
その解決策としたのが，試料となる色面を複
数個の「色チップ」に分解させ（図１０），そ
れらを風力によって巻き上げ，その色成分を
無作為に読み取らせる方法である。そのため
の装置が図１１である。現在，風力の調整，チ
ップ形状の調整等を行っている段階である。 

図１０ 色チップ  図１１風力型置換装置 
 
尚，図１２は，「４-（４）」にある色スペー

ス５オクターブを走査しているもので、図１
３は，「４-（４）」より「色楽譜」を制作し，
「４-（３）a」の色発音装置による音楽演奏を



試みているものである。また図１４について
は，「４-（３）b」によって音階の色面化をプ
ロジェクションしているものである。 

図１２ 

図１３ 

図１４ 
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